
理想的な交通社会の実現に向けて
技術の規範はもとより

従来の枠組みを超越した学際性の大切さがクローズアップされている
特に大震災からの復旧を越えて

復興を目指す安全・安心の交通社会の創造には
様々な学問分野・技術分野がその領域を超えて

目的主導の英知の結集に努め
その意義と道筋と施策を見出すことが肝要である

IATSS（国際交通安全学会）は、
「科学技術」と「人間」が創り出す「新しい交通社会」をめざして

ハードウェア、ソフトウェア、マインドウェアを拓く
学際的・国際的活動を、より一層強力に推進することを世界に宣言する

かつて　IATSS創設者　本田宗一郎氏は語っている

「最大の光栄は　一度も失敗しないことではなく　倒れるごとに起きあがるところにある」

IATSSそしてわれわれは　世界から寄せられた善意に応えるためにも

東日本大震災を乗り越えて　さらに前進することをここに誓う

＜ 震災に関するこれまでのIATSSの活動に対する総括と展望 ＞
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